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研究成果の概要：Coleman,J.S、Holland,P.W. and S.Leinhardt、そして Wasserman,S.にいた

るランダム・モデルによるアプローチの検討、Jackson らのネットワーク・ゲームの理論の検

討、そして古典的なバランス理論の再検討を通して、ネットワーク・ゲームの理論が、符号付

ネットワークの行為論的な変動の分析に有効な概念的・理論的な装置を与え、バランス理論の

革新に対して大きな可能性をもつことを示した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 500,000 0 500,000 

2007 年度 500,000 150,000 650,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 1800,000   390,000  2,190,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会学 
キーワード：社会ネットワーク、ゲーム理論、ミクロ・マクロ問題 
 

２．研究の目的 １．研究開始当初の背景 
(1) ミクロ・マクロ問題を社会ネットワーク
理論の領域で定式化し、それに答えること。 

(1) 社会ネットワーク分析は、構造特性のみ
の分析から、ネットワーク構造制約下の社会
過程の分析、さらにネットワーク自体の生成
と変化の分析へと発展していた。 

(2)社会ネットワーク構造の制約のもとで進
行する社会過程の理論を再吟味すること。 
  
(3) ランダム・モデルとネットワーク・ゲー
ムのモデルの両方を吟味しながら、ネットワ
ーク構造の変動の理論の発展を図ること。 

(2) ネットワークの変化の研究は、ランダ
ム・モデルの精緻化の流れと新たなアプロー
チとしてのネットワーク・ゲームの理論の探
求が並行していた。  

(4) バランス理論を媒介に、符号つきネット
ワークの変動の理論の可能性を探ること。 

 
 



 
３．研究の方法 
(1) 一方で Coleman,J.S、Holland,P.W. and  
S.Leinhardt、Wasserman,S、そして 
Skvorez,J らのランダム・モデルによるネッ
トワークの形成と変動の理論を文献を通し
て吟味し、他方で Jackson,M.O.らのネット
ワーク・ゲームの理論によるネットワーク
の形成の理論を、文献を通して吟味をする。 

 
(2) 古典的なバランス理論の再検討をし、あ
わせて経験的な応用を試みる。 
 
(3)上記２つの作業を踏まえて、符号つきネッ
トワークの形成と変動の理論の可能性を探
る。 
 
４．研究成果 
(1) 何が問われるべき課題か。 

本研究では、最初に、ミクロ・マクロ問
題と動学問題と何かを検討した。まずミク
ロレベルは行為と相互作用からなるとみる
ことに大方の合意はある。しかし、ミクロ
レベルの原理的なあるいは公理的前提につ
いては必ずしも合意があるとはいえない。
合理的選択理論の功利主義的前提の有効性
はなお持続しているが、いくつかの留意が
必要である。①功利主義的前提は、人間行
為の動機論レベルの多様性を無視すること
から始まる。すでに非功利主義的要素を取
り込む努力が始まってはいるが、意味世界
という奇妙な用語で置き換えられることも
ある動機論的多様性を目的―手段図式のな
かにどこまで捉えることができるか慎重で
なければならない。②二つ目の問題として、
手段（社会状態、戦略、行動など）と目的
（社会状態、利得など）との関数関係の客
観性は誰が保証するのか、この問に答える
ことは困難である。仮に神がその関数を与
えるとしても、それを知ることはできない。
「弱い合理性」という概念が提示されるが、
これは 2 重の含意のために曖昧である。ま
ず行為者が自覚する限りでの「弱い合理性」
とせざるをえないという了解がある。他方
では、目的―手段の関係、言い換えると目
的関数は無限であり、それらの両立性を前
提としなくてよいという意味でのアドホッ
クな合理性の観念がある。主観主義を強め
ると、客観的合理性が侵されてしまう。さ
しあたり、一定の客観的合理性が存在し、
行為者と観察者はその合理性について、一
定の共有知をもつということにしておくこ
とでよいだろう。③相互行為のレベルをマ
クロレベルと呼ぶことは誤っている。相互
行為はミクロレベルとみなすべきであろう。
確かに、相互行為レベルでの効率性あるい
はパレート最適性は、行為レベルではなく、

相互行為レベルの社会状態の評価にかかわ
っている。しかし、行為から作られるレベ
ルであって、このアトミズムを採用する限
り、ミクロ理論のレベルとしておくべきで
ある。 
それではマクロレベルとは何をさしてい

るのだろうか。標準的な概念としては、集
合体の特徴を表すもので、部分集団の集ま
り（国家という唯一つの集団からなる集合
体を考えてもよい）、社会構造、制度と規範
秩序あるいは集合表象をいう。ここで社会
構造あるいは制度は、交換や支配の社会関
係あるいはネットワークと、資源配分およ
び人員配分の装置をさしている。このマク
ロな対象をミクロに還元することなく、マ
クロレベルのなかで理論形成をするとき、
マクロ理論と呼ばれる。集合体の宗教特性
と自殺率の関連をてがかりに社会を分析す
るデュルケームの議論はマクロ理論を志向
しているといえる。ただしデュルケームは、
両者の関連を分析するとき、ミクロ的な行
為あるいは社会過程を論じており、ミク
ロ・マクロの関連に言及しているともいえ
る。しかし、両者を関連させることは容易
ではなく、ましてマクロ現象をミクロ現象
に還元することはできない。例えば人員配
分装置としての社会階層の構造と機能の分
析を、簡単にミクロ的な地位達成過程の分
析に換言することはできない。 
これまでは、ミクロはミクロで、マクロ

はマクロで理論を作ることが意図されるか、
両者が混在する経験的・実証的分析がなさ
れてきた。ミクロ・マクロ問題とは、この
ミクロとマクロの差異を明確に自覚し、改
めて両者に架橋することを目指すことを意
味している。ただし、塩沢由典の一連の議論、
例えば塩沢(1999)「ミクロ・マクロループについ
て」に従えば、ミクロ・マクロリンクとミクロ・マクロ
ループの区別が必要ということになる。かれに
よれば、従来のミクロ・マクロリンクを主張する立
場は、マクロ現象をミクロ要素に還元する立場
である。それに対して、ミクロ・マクロループの
視点は、それぞれ異なる原理や創発特性をも
つミクロレベルとマクロレベルを円環的に扱う理
論を目指すものだということになる。この視点は
なお実体のないものであるが、例えば、マクロ
情報をもつ行為者からなる社会過程は単純な
アトミズムによる還元主義とは異なるだろう。 

本研究は、社会ネットワークと呼ばれるマクロ
領域（論者によってメゾレベルとする場合があ
る）と行為及び相互作用からなるミクロ領域を同
時に扱う理論の構築をめざすものである。それ
は社会ネットワークの所与の構造のもとのミクロ
社会過程の理論と、ミクロ社会過程を媒介に生
じるネットワークそれ自体の形成と変動の理論
からなるが、特に後者に焦点をおく。 

 



さて一方の動学問題については、まず議論
の焦点となっている主要なモデルにおいて
なんらかの形で時間が考慮されていること
が前提である。その上で２つのレベルの異な
る議論がある。一つは、あるネットワーク構
造を所与として社会過程が推移することを
モデルの焦点とする。例えば、
Granovetter,M.S. (1973)”The strength of 
weak ties. “に始まる「弱い紐帯の理論」
とよばれるものがある。「２つのノードAとB
が強い紐帯をもち、さらにAとCが強い紐帯を
持つ場合、BとCに紐帯が生まれて、トライア
ドを形成する傾向がある。」と仮定できるな
ら、「どんな強い紐帯もブリッジにはなりえ
ない。あるいはすべての局所ブリッジは弱い
紐帯である。」という命題を導くことができ
る。これが意味することは、弱い紐帯は、長
いパスをもつネットワークを可能にし、より
多くの情報と機会を運ぶということである。
他の例として、Yamagishiらに代表されるネ
ットワークと交換の実験と理論、さらに
ColemanあるいはMarsdenの交換の均衡理論
などでは、ネットワーク制約のもとの交換が
つくりだす権力の分布に焦点がある。 
動学問題のもう一つの課題は、ネットワー

クそれ自体の構造が変化する、すなわちネッ
トワークの形成と変動に焦点をおく。方法的
な差異に即して言えば、主要なものとして、
確率ベースのランダム・ネットワークのモデ
ルからなる理論であり、他はゲーム理論に典
型的な行為論的な視点からネットワークの
変動にアプローチする立場である。 

以上の議論をふまえて本研究の課題を特
定するならば、社会ネットワークの構造それ
自体の変化あるいは形成を、ミクロ・マクロ
視点を考慮したモデルによって分析するこ
と、特にランダム・ネットワークではないア
プローチ例えばネットワーク形成のゲーム
理論に注目し、最終的には符号つきネットワ
ークの変動の理論の可能性をさぐることで
ある。節を改めて論じることにする。 

 
(2) ランダム・ネットワーク 
ネットワークの変動あるいは形成をめぐ

る最初の議論は、ランダム・ネットワークと
呼ばれるものの再検討である。この研究には
３つの系譜を識別するとよい。一つは
Coleman,J.S.(1964),Introduction to   
Mathematical Sociology.に代表される研究
である。Coleman は友人選択過程つまり友人
の獲得と放棄の過程において、友人数という
状態の確率は友人獲得と喪失の２つのパラ
メータで定まるとするモデルを提示した。
Yamaguchi,K.(1980),”A Mathematical 
Model of Friendship Choice Distribution.” 
はそれを発展させ、友人喪失の期待値は共通
の友人数にかかわるパラメータによって定

まるとするモデルを提案した。Coleman と
Yamaguchi のモデルの特徴は次のようなも
のである。①状態遷移は友人数の変化であり、
一度に一人だけの変化をみる。②Coleman は
ポワソン分布、Yamaguchi では二項分布がモ
デルの鍵となっている。③均衡分析であり、
均衡状態での友人数が i 人である状態の確率
を評価することが目的となっている。④以上
のことから明らか、モデルはマルコフ性をも
つ生成死滅過程であるとみなしてよい。 
 2 つ目の系譜は、現在のネットワーク変動
の確率過程の議論の土台とみなしうるもの
で、1970 年代以後の Holland,P.W. and 
S.Leinhardt らによって築かれた研究であ
る。当初は、局所的な部分構造例えばダイア
ドあるいはトライアドの分布をみる静学的
な研究であったが、やがてこのネットワーク
の変動に関心が広がっていく。局所的な紐帯
の生成、つまりプレーヤー（アクター）の他
者選択はランダムではなく、互恵性、模倣シ
ブリング、推移性、拡張性、類似性、人気の
ある他者と結合しようとする傾向などの圧
力によって生じると考える。代表的な研究を
Wasserman,S.(1980),”Analyzing Social 
Networks as Stochastic Process.”にみるこ
とができる。かれのモデルの特徴はつぎのよ
うなものである。①有限状態連続時間マルコ
フ連鎖としてモデル化する。②状態遷移はア
クターの紐帯の集合であるネットワークの
状態の変化であるが、つまるところ個々のダ
イアドの 4 状態間の遷移に帰着する。分析を
可能にするために統計的独立性の仮定をお
いている。③状態遷移を起こすパラメータと
しては、互恵性と人気のみを個別に扱ってい
る。④時系列データを用いて、これらのモデ
ルのパラメータの推定と当てはまりの吟味
をし、非対称から対称に向かいやすいこと、
言い換えるならば互恵的＝対照的なダイア
ドの場合よりも、非対称な場合のほうが、紐
帯からの撤退が見られること、またより人気
の高い個人は高い安定性を示し、低い人気の
個人はしだいに人気を減じるようになって
いくことなどを明らかにした。 
 第 3 の系譜は、伝播モデルの系譜と言い換
えてよいものである。うわさや病気や取引、
一般に情報と資源が１人あるいは数人から
始まって次々に広がっていく社会過程をネ
ットワークの形成・変動過程とみなして、
Rapoport らに始まる「偏ネット biased net
モデル」の研究がある。それはネットワーク
形成がランダムでないことに注目する。ここ
では Skvoretz,J.(1985),”Random and 
Biased Networks: Simulations and 
Approximations.” と
Skvoretz(1990),”Biased Net Theory: 
Approximations, Simulations and 
Observation.”の研究の特徴を整理しておく。



①まず局所的に、ランダムではない圧力が働
くとする。ここでも３つのバイアスの力を想
定する。互恵性、シブリングあるいはトライ
アド・クロージャー、そしてトライアドの互
恵性である。②接触あるいは結合した人の数
あるいはその比率及び累積比率が目的変数
といえる。③漸近理論的な解析をする。定常
状態への収束を含意している。④異なるパラ
メータ値ごとの定常状態での接続度、可到達
度の変化、次数の分布、出入次数の分布など
を計算する。それらを通して、例えば、「互
恵性の強い傾向を与えるとネットワークの
接続度を減少させる」ことを明らかにした。 
 

(3) バランス理論の動学的側面 
バランス理論は正負の符号をもつ符号グ

ラフで表現される人と人の好意あるいは敵
意のネットワークの理論である。人を表すノ
ードはラベルがついて識別されるものとす
ると、3 人からなるトライアドの場合、正負
の符号のつき方から、8 通りのトライアドが
成り立つ。ここで 2 つの定義をおく。符号グ
ラフのサイクル（単純鎖、サーキットなど）
の符号は、－の符号をもつ線の数が奇数のと
きには負であり、偶数の時には正である。（辺
の正負の符号のおのおのを整数+1 と-1 とす
れば、辺の積も+1 もしくは-1 のいずれかで
ある。）2 つ目の定義は次々のように与える。
符号グラフのすべてのサイクル（サーキット
あるいはセミサイクル）が正（すなわち+1）
である場合に限り、グラフはバランスしてい
るという。これらの前提に、有名な Harary 
の構造定理が成り立つ。「グラフはバランス
している場合、点の集合は、同一集合内の２
点を正の符号の線が結び、異なる集合の２点
を負の線が結ぶような、二つの互いに素な集
合に直和分割される。（逆にいえば、点の集
合が２つの部分集合に直和分割され、それぞ
れの集合のなかの２点を結ぶ線がすべて正
であり、それら二つの集合を結ぶ線が負であ
る場合その場合に限り、そのグラフはバラン
スしている。）」以上の理論に対して、負の符
号のみからなるトライアドをインバランス
とすることには経験的な疑問が残ると考え
た Davis は、唯一つの負の符号をもつサイク
ルに注目するクラスタリングの理論を提案
しているが、ここでは論じない。 
本研究の主題に照らして言えば、この符号

グラフがどのように変化するが焦点である。
それに関連して Harary の他の概念を取り出
しておく。①一つはバランス度の概念である。
これはバランスしているかどうかのみを判
定するのではなくバランスの程度を測るも
ので、特に経験的対象について検討する場合
に有効である。これは次節で応用する。②今
ひとつは「局所バランス」の概念である。「あ
る点を通るすべてのサイクルが正であると

きかつそのときに限り、グラフはその点にお
いて局処バランスしている」という。ここか
らただちに次のハラリーの命題が導かれる。 
２つの言明「すべての点で局所バランスす
る。」と「グラフ全体はバランスしている。」
は同値である。この概念と命題は、最後の節
で展開する符号グラフの形成にかんする理
論にかかわりがある。まず局所バランスして
いるほど効用が高まると仮定する効用関数
を作ることができる。さらに、上の命題から、
効用最大化行動が結果的に全体のバランス
の上昇をもたらす可能性がある。ただし、
個々の行為者の局所的行動の集積が単純に
集合体全体のネットワークのバランスへの
調整過程を実現すると即断してはならない。 
 ここで、明確に符号グラフのバランスに向
かう変化について論じた研究のなかから、
Flament,C.(1963) Applications of Graph 
Theory toGroup Structure.の理論を一瞥し
ておく。まず「インバランス度は符号の変化
によりバランスしたグラフを生じる辺の最
小集合の大きさである。」「あるグラフの隣接
グラフとは唯一つの辺の符号が異なるグラ
フをいう。」などの定義と、「グラフは自分自
身や隣接したグラフを含む集合のうち、もっ
ともインバランス度の少ないグラフの一つ
に変形される。」「符号グラフは変化の各段階
において、インバランス度が減少する限りで、
負の結合より正の結合を選好する。」「代数グ
ラフのバランスへの経路は、唯一つの辺の符
号を変えることを繰りかえすことからな
る。」などの仮定から、「G が n 個の点の完備
代数グラフであれば、インバランス度はG の
束（ラティス）において、バランスしたグラ
フへいくパスの最短のものの長さである。」
「G とG′が隣接した完備代数グラフならば、
インバランス度の差は、｛－１、０、＋１｝
のいずれかである。」「完備代数グラフ は、
バランスしているときそのときに限り、イン
バランス度の差が＋１であるような隣接グ
ラフG

G

′をもたない。」などの定理を証明した。
この Flament の理論の特徴は次のようなこ
とである。①この理論では、代数学的に完全
に変動経路が定まることはない。実際、
Flament は結局のところ不均衡なグラフか
ら均衡なグラフへのランダム・ウオーク問題
に帰着させている。②モデルが機械論的であ
り、行為論的ではない。言い換えれば、プレ
ーヤー（行為者）の行動に関して、つまりは
リンクの発生あるいは削除に関する仮定が
ない（あとで互恵性の仮定が追加されている
が理論の中核ではない）。さらに唯一つのリ
ンクの変化の繰り返しという仮定では、社会
過程としては不自然である。 
 バランス理論は当初からバランスへ向か
うことを前提にしていたが、必ずしも変化の
メカニズムについて明確にしていたわけで



はなかった。ここで、部分的には非符号グラ
フについてのランダム・モデルで採用された
局所的な変化を作りだす原理を援用しなが
ら、符号グラフの変化のメカニズムについて
いくつのスケッチをする。 (a)「正の結合の
優越の原理」と呼ぶべきものがあり、ダイア
ドのなかではアクターは報酬の多い正の結
合を優先する。(b)有向グラフで表現される非
対称ネットワークではダイアドには「互恵性
の原理」が働く。(c)正の結合の場合のみに「推
移関係の原理」と呼ぶべきものによってトラ
イアドが成立する。(d)「シブリング（兄弟結
合）」原理と呼べるもので、２つの正の結合
からは正の結合が生じて正のトライアドが
成立する。2 つの負の結合からは正の結合を
生み出して、インバランスなトライアドが成
立する。(e)フェスティンジャーの「認知的不
協和の最小化」の原理は、インバランスなト
ライアドをバランスしたトライアドに変化
させようとする。 

もしネットワーク全体がどの部分であれ
同時に変化することができるとする場合に
は、これらの局所的変化がすべてのサイクル
を偶数個の正結合からなるサイクルに変化
させ、ネットワーク全体をバランスさせると
は限らない。なぜならあるリンクの変化が他
のリンクの変化と両立しないことが起こる
ことは容易に想像できるからである。また変
化の強さを仮定するならば、もっと複雑な変
化過程が発生するだろう。 

これらのダイアドやトライアドとは異な
るアクターの行動として(f)「重力原理」と呼
んでもいいものが考えられる。個体は中心性
（eg.人気）の高い他者との正の結合を選好す
るとみなすのである。この場合は、符号グラ
フの中心性をどのように捉えるかが難しく、
もし正の結合のみで中心性を測定したとし
ても、中心性の高いアクターとの結合がすべ
てのサイクルの正サイクルへの変化をもた
らす保証はない。最後に(g) ミクロ的ではな
くネットワークの外側にバランスを求める
符号の変化を司る力あるいは装置の存在を
想定するアイデアがある。規範的制度は内面
化されるか権力装置を用いるか、いずれかで
ネットワークを変動させる。この場合はネッ
トワークの情報を完全に備えている必要が
あるが、たとえそうであっても、どのリンク
を変化させ、どのような変化経路をたどらせ
るか、アクターを無視した経路デザインが前
もって存在すると考えることは難しい。 
 
(4) バランス度の変化の経験的応用 

ここではバランス理論の応用を試みる。一
つは、戯曲『ロミオとジュリエット』の物語
の推移を符号グラフとして記述し、物語の展
開がバランスの変化として描写できること
を例証した。物語の初めには２つの家モンタ

ギュー家とキャピレット家は敵対し、負の紐
帯を形成しているが、それぞれの親族郎党を
含むネットワーク全体はバランスしている。
そのネットワークにロメオとジュリエット
の恋仲という正の紐帯がネットワーク全体
を一気にインバランス状態に移行させる。つ
ぎに幾人かのプレーヤーの死、特にロミオと
ジュリエットの死を経由して、最後は大公の
とりなしによってモンタギューとキャピレ
ットは悲しみのなかで和解し、この 3者のト
ライアドが正のサイクルを形成する。再びネ
ットワークはバランスを獲得するのである。
しかしながら、それは数人の死によって、な
かんずく最も強い紐帯をもつ若い男女を生
贄とすることによって得られた平和である。
争いから平和へといういわば構造主義的な
相転移はバランス理論によってフォーマラ
イズされるといえる。この推移は、いわゆる
悲劇とよばれる物語のプロットの形式を示
している。 
 もう一つの対象は、湾岸戦争の前後の中東
をめぐる国際関係である。これを可能な限り
単純な符号ネットワークとして記述し、フラ
マンの指標によってバランス度をみた。1990
年 8 月 2 日のイラクがクウェートへの侵攻、
同日の即時無条件撤退を求める国際連合安
全保障理事会決議 660、U.S.A.による多国籍
軍の組織化、国連安保理による 1991 年 1 月
15 日を撤退期限とする撤退要求の決議 678
（「対イラク武力行使容認決議」）、同 1 月 17
日空爆開始、2 月停戦、3 月 3 日の暫定停戦
協定の締結と経過する。この湾岸戦争の前と
後の中東をめぐる国際関係をネットワーク
によって表現した。アクターを次のように想
定する。イラク、USA、アラブ諸国（ここで
はアラブ諸国間の差異は無視する）、EU 諸国
とイギリス、イラン、イスラエル、ロシア（ソ
連）。中国と日本は排除した。国家間の関係
は、貿易、投資、援助、条約、外交上の協調
の程度、人的交流などが量的にも質的にも多
様な姿をとって現れるが、ここでは簡単にそ
れらを総合的に考慮して、最終的には友好的
であるかどうかによってのみ評価されるよ
うな関係とする。湾岸戦争の前のネットワー
クと戦時直後のネットワークの二つのバラ
ンス度を測定したところ、0.32 から.058 に変
化した。湾岸戦争の後はイラクが相対的に孤
立し、一見、中東は不安定な状態に落ち込ん
だようにみえるが、バランス度はむしろ上昇
しているのである。負のリンクを増加させ、
かつイラクを孤立させる国際社会は規範的
には望ましくない、リスクの多い社会といわ
なければならないが、構造的にはバランス度
を上げている。非連帯的な国際関係が変化さ
せにくい構造に固定される危険があること
を示し、平和の様相の再検討を迫るものであ
る。 



 
(5) ネットワーク・ゲームとペア安定 
1980 年代から急激に発展してきたネットワ
ークのゲーム理論的分析が本研究のひとつ
の鍵である。ここでは Jackson and 
Wolinsky(1996),”A Strategic Model of 
Social and Economic Network.”、Jackson 
Jackson(2008),Social and Economic 
Network.などをてがかりに、「ペア安定」と
いう新しい均衡概念を用いてネットワーク
形成のメカニズムを明らかにしようとする
この理論を吟味する。ネットワークのノード
となるプレーヤーは効用（これはネットワー
ク全体の価値の配分でもある）を最大化する
ように行動する。ネットワーク・ゲームがペ
ア安定であることをできるだけ通常言語で
表すならば次のような条件をみたす場合で
ある。(i) どのプレーヤーのペアであれ、リ
ンクの一つを削除してはいずれも利得を上
昇させることができない。つまり、いずれの
プレーヤーも現在のリンクを一方的に切る
インセンティブがないことを意味している。
(ii) どのプレーヤーのペアであれ、リンクの
追加で一方が利得を向上させても一方は減
少する。つまりリンクを張っていないプレー
ヤー同士の少なくとも一方はリンクを張る
インセンティブをもたない。ここで効用関数
を、他のプレーヤーからえる効用がリンクの
パス長が長くなるにつれて逓減するような
効用の和とパス長１つまり隣接プレーヤー
との結合にかかる費用を差し引いたものと
定める。他者から得る効用や費用などのパラ
メータの異なる条件のもとで異なるネット
ワークの様相が現れることに関して、
Jackson らはいくつかの定理を証明している。
例えばある条件のもとで一意のペア安定な
ネットワークは完備グラフである。効率的な
ネットワークは必ずしも安定ではない。 
この理論に対して、次のような批判が可能

である。一つは従来の提携ゲームに依存しな
いが、それとの関連が曖昧で、概念に混乱が
見られる。また、一度に１つのリンクの変化
（追加あるいは削除）が生じるだけとする仮
定は強い仮定である。さらに効率性という評
価基準を用いており、経済学的傾向が強いと
もいえる。しかしながら、これらの疑問にも
かかわらず、ネットワーク形成についての新
しい理論枠組みを提供していると評価すべ
きである。 
 
(6) 符号つきネットワークの形成・変化 

現在のネットワーク・ゲームの基礎理論は、
通常のネットワークを対象にしているが、ペ
ア安定の概念を中心とするこの理論が、符号
付ネットワークの形成と変化のメカニズム
の理論に有効であるかどうかを吟味した。そ
こでの鍵の一つは、効用（利得）関数をどの

ように定式化するかである。本研究では、あ
るプレーヤーの一般的な効用を次のような
要素の加法的な結合からなるものと定めた。
まず、そのプレーヤーから正の最短パスで到
達できる限りでの他のプレーヤーから正の
利得をえる。ただし、パス長が長くなるにつ
れて効用は逓減するとする。パス長１のすな
わち正のリンクのみには維持費用がかかる
とする。負のパスの場合は隣接プレーヤーか
らのみ負の利得をえるとする。次に当該プレ
ーヤーが含まれるサイクル（エゴ・サイクル）
が正の局所バランス（エゴ・バランス）をし
ている場合（リンクの符号は正負の両方を含
むことがあるが、負の符号が偶数個である場
合）に正の効用を得る。局所バランスしてい
ないエゴ・サイクルの場合は負の効用をえる。
サイクルのパス長が長くなるにつれて効用
は逓減するとする。 
本研究では、本質を失わない限りで、簡単

のために、均一なパラメータの採用によって、
この効用関数を特定し、3 人のプレーヤーに
限定した符号付ネットワークの場合につい
てネットワーク・ゲームを分析した。その結
果、このような効用関数をもつ 3 人のプレー
ヤーのネットワーク・ゲームにおいて、パラ
メータにかんする一定の条件のもとで、バラ
ンス理論でいうバランス状態がペア安定と
なる可能性があること、そしてそれは必ずし
も効率的ではないことの見通しをえた。 
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